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模型実験による分派量(現状、H16河道)

模型実験による分派量(樹木伐開時)

洪水流観による実測分派量(樹木が繁茂する前の洪水)

洪水流観による実測分派量(樹木が繁茂した後の洪水)

百間川への分派比について 旭川水系

□旭川は樹木が生えており流下能力不足の要因となっている一方で、水位を上昇させ百間川に水
を流入させている。歴史的構造物としての越流堤を残すことだけでなく、樹木伐開による河積
の確保との関係も踏まえ、百間川への適切な分派方法を検討する必要がある

補足説明資料 資料１－２

■現在は樹木による水位上昇のため百間川に分派しやすくなっているが、一方で樹木は流下能力
不足の大きな要因となっており、その解消のために伐開が必要
■適切な分派の実現のためには越流堤（一の荒手）や二の荒手、背割堤等の構造の見直しが必要。
流下能力確保のための樹木の伐開にあわせた適切な分派構造を模型実験等により検討する必要
■計画規模を上回る洪水に対しても適正な分派等による被害の軽減を図るとともに、分派量に影
響を及ぼす樹木等の管理を適正に実施

＜分派地点改修の考え方＞
・旭川本川の流下能力を確保するためには、適切な樹木伐開が必要
・樹木伐開と適正な樹木管理を前提として、適切な分派比を実現するための越流堤
や二の荒手、背割堤等の構造を模型実験等により総合的に検討し改修
・計画規模を上回る洪水に対しても適正な分派等により被害の軽減を図る
・分派量に影響を及ぼす樹木の適正な管理を実施

＜現況河道の課題＞
・樹木は水位を上昇させ、計画流量時の
分派比が計画の分派比と同程度(旭
川：百間川＝2：1程度)となっている
が、河積確保の支障

二の荒手
越流堤
（一の荒手）

存置する樹木群

伐開する樹木群

分流部改修計画概念図

＜樹木伐開後河道の課題＞
・越流堤の敷高が高く、樹木を伐開す
ると百間川への分派量が減少

＜分派構造の見直し＞

百間川分派地点の現状と改修の考え方

1

樹木伐開等による
流下能力向上

上流亀の甲

一の荒手

一の荒手

一の荒手

二の荒手百間川

中島竹田橋

13K0

13K0
旭川

13K6

13K6

旭川

分派地点(平成10年洪水時)

下流亀の甲

背割堤

・拡散型の氾濫対策のためには樹木伐開が必要＜水位縦断図＞

＜旭川本川上流流量と百間川分派量の関係＞

旭川
6,000m3/sH18.7洪水

H10.10洪水

S47.7洪水

百間川 2,000m3/s

現況河道における分派比は、
樹木抵抗による水位上昇に
よって確保されている

樹木伐開後河道におけ
る分派比は、一の荒手
の敷高が高く、越流幅
が狭いため百間川に流
れにくい

・亀の甲、一の荒
手および二の荒
手は、貞享三年
(1686年)に完成
・現在も分流機能
を有する歴史的
に貴重な施設で
あるため、その
歴史的背景にも
考慮して改修

分派比
(旭川
：百間
川)=2
:1

・適切な分派比のため越流堤の敷高や幅を見直し
・越流堤だけでなく二の荒手や背割堤など分派地点の構造を模型実験等により総合的に検討し改修
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ケレップ水制 ケレップ水制 ケレップ水制

ケレップ水制について 旭川水系

□ケレップ水制の影響で洪水時に洗掘等が起こると考えられるが、維持は可能なのか

・旭川のケレップ水制は、昭和9年頃に航路の安定確保のために設置された
Ｔ型構造の玉石積の石水制で、大きな損傷もなく現在も存置
・現在は釣りなどの親水活動の利用が盛んなほか、干潟やヨシ原を形成し
て生物生息空間としても機能

■19基のケレップ水制は大きな損傷もなく良好な河川環境を形成
■流下能力の阻害はなく、河床変動予測も安定傾向なことから今後も存置
■洪水や老朽化による損傷、環境面のモニタリングを実施しながら適切に管理

ケレップ水制周辺の維持管理

2

旭川

旭川横断経年変化図

＜河積と水面の縦断形＞

旭川ケレップ水制平面図

・ケレップ水制は流下能力の阻害に影響を与えておらず、河床の
経年変化や河床変動計算による将来予測の結果からも将来的に大
きな河床変動傾向はないものと予測
・治水上の支障はなく今後も存置していくが、洪水や老朽化によ
る損傷、堆積による埋没、環境面等について、モニタリングを実
施しながら適切に管理

ケレップ水制の現存状況

・ケレップ水制は洪水の流下断面内に死水域を形成し河積を減少させるが、
流下能力が十分にある区間であり、著しい堰上げもない
・河床変動予測計算によると河床は概ね安定傾向

[A-A’]

[B-B’]

A

A’

B

B’

 ケレップ水制設置の経緯 

項目 内容 

目的 
近世末から明治初期にかけての旭川河口は、山林の乱伐や砂鉄採取などにより土砂流出が著しく進行し
ていたため、県や市にとって避けがたい課題となっていた舟運のための航路(水深)の安定確保 

場所 岡山市旭川左岸(桜橋、平井、江崎地区)2.2km～6.6km 
諸元 桜橋:(長約 70m)6 ヶ所、平井:(長約 60m)5 ヶ所、江崎:(長約 80m)8 ヶ所 
設置時期 昭和 9年～19 年 

ムルデルの 
関わり 

1881(明治 14)年に児島湾干拓の調査に岡山に来たオランダ人土木技師のムルデルが、帰国前年の
1889(明治 22)年 10 月 10 日付で内務省に提出した弁明書の中で旭川河道問題にふれ、ケレップ水制の
必要性を指摘 

 ケレップ水制区間毎の環境特性 

区間 環 境 特 性 

1 号～8号 
ケレップ水制域の中でも最も干潟(砂干潟)が広い区間であり、3 号～4 号水制付近を中心に、シジミ等の

貝類、カニ類、ゴカイ類の生息の場となっている 

9 号～13 号
9 号～10 号付近は干潟が広く形成されており、前区間同様にシジミ等の貝類、カニ類、ゴカイ類の生息の

場となっている 

14 号～19 号
下流側のような大きな干潟は形成されないほか、水質も淡水に近くなることから、シジミやゴカイ等はみ

られないが、水深が下流側に比べて深く、メダカ等の稚魚の生息場となっている 

江崎

平井

桜橋

・昭和43年以降の定期横断測量結果によると
河床形状は安定
・戦後最大流量であるH10.10洪水(3,240m3/s)
後も大きな河床変動はない
・設置から60年以上経った今でも水制に大き
な損傷はない

＜河床変動予測計算＞
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百間川：兼基地点(C類型) 百間川：清内橋(C類型)

C類型環境基準値：5mg/l

Ｂ類型環境基準値：3mg/l

沢田，藤原浄化施設完成 原尾島，新田浄化施設完成

兼基浄化施設完成

百間川の水質について 旭川水系

□百間川の水質については、親水空間としての位置づけもあるため、現在の環境基準(C類
型)を満足するだけでなく、さらに改善して行くべきではないか
□百間川は流入量が少ないが、水質の改善が可能なのか

百間川と水質浄化の取り組み

■グラウンド・公園利用の多い百間川上流域区間では、環境基準（5mg/l、C類型）より厳
しい目標水質（3mg/l、B類型相当）を設定して水質浄化対策を実施
■一定の水質改善が見られており、今後も調査検討を行い必要な対策を推進
■環境基準だけでなく多様な視点で評価を行い、水質の改善に努める

・百間川水質浄化の効果について地域アンケート調査(H17)
・水質が良くなったと感じている人が多く、地域からも評価を得ている

18%

42%
7%

3%

30%
①良くなっている

②どちらかといえば
　良くなっている

③どちらかといえば
　悪くなっている

④悪くなっている

⑤変わらない

5%

3%

20%

11% 47%

14%

①においがなくなった

②水の色が透明に
  なった

③魚が増えた

⑤わからない

⑥その他

④水辺に近づく
  人が増えた

問1：水質の状況は？

○ 有効回答者数：303名
・｢わからない｣を除く回答者数は182名
・60％の方が肯定的な意見

問2：肯定的に思う理由は？

○ 有効回答者数：161名
・｢水の色が透明
になった｣が
約50％で最多

新しい水質指標による調査(H17～)
B

C

D

A

糞便性大腸菌

群数が少ない

ゴミの量

透視度が

高い

川底の感触が

不快でない

水のにおいが

不快ではない
H17 乙井手堰地点

評価B

（A～Dの4段階評価）

・BODだけでなく多様な視点で河川を評価するため新し
い水質指標による調査を全国の一級水系(303地点(H18))
で実施(H17試行、H18実施)

・旭川では本川 乙井手堰地点で実施しており、今後この
ような多様な視点も取り入れ、水質改善を推進 3

水質改善の状況

百間川

清内橋

兼基地点

グラウンド・公園利用

の多い区間

浄化施設設置区間

清内橋付近

兼基地点

清内橋地点

・百間川は自然河川の流入がほとんどなく流入水が滞留しやすいことから、快適に水辺を利
用できる目標水質としてＢＯＤ＝3mg/l（Ｂ類型相当)を設定し、都市水環境整備事業（直
轄）により、生活雑排水の流入負荷の高い排水樋門5箇所に浄化施設を整備

せいない

かねもと

兼基付近

・グラウンド・公園利用の多い区間に位置する兼基地点
では浄化施設の効果もあり平成18年ではＡ類型相当の
水質まで改善
・今後も調査検討を行い、導水量の増加や自然の自浄能
力を高める低水路形状、流域における対応など必要な
対策を推進

百間川水質浄化に対する評価

掘削

水質浄化施設の位置

新田浄化施設
(H16.5完成)

沢田浄化施設
(H14.12完成) 兼基浄化施設

(H18.12完成)

藤原浄化施設
(H15.3完成)

原尾島浄化施設
(H16.3完成)

はらおじま

しんでん

ふじわら

かねもと

さわだ

旭川

百間川

発樋門

新田樋門
藤原樋門
鑓田樋門

五反田樋門

導水量 1.0m3/s

新田浄化施設

取水口
礫間接触酸化

植生浄化

取水口
礫間接触酸化

植生浄化

礫間接触酸化＋植生浄化方式

・旭川ダムからの補給により明星堰か
ら現況約1.0m3/sを百間川に導水

・上流からの導水量の増加の可能性を
検討。

沿川の生活排水や
農業排水等が用排
水路を通じて流入

倉安川

百間川には倉
安川が流入

砂川

百間川には砂
川が流入

満干による百間川と
海面との水位差によ
り河口水門を開閉

荒木樋門

P

取水口

放 流

取水口

放 流

礫間接触酸化方式

清内橋
せいない

兼基地点
かねもと

乙井手堰

凡例

浄化施設

水質観測点

倉安川排水機場P

グラウンド

掘削

兼基付近

グラウンド

掘削

おといで

おといで



新庄村(整備率 81.7％)

合併処理

浄化槽

164人

15.20%

集落排水

0人

0.0%

未整備

197人

18.30%

下水道

717人

66.50%
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流域の汚水処理施設の整備状況について 旭川水系

関係市町村下水道等整備状況(H18末処理方式内訳)

岡山県は、生活排水対策重点地域として岡山市(旧岡山市､旧灘崎町)と真庭市(旧湯原町､旧
川上村､旧八束村､旧中和村)を指定して生活排水対策推進計画を策定し、生活排水処理施設
の設置を促進
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岡山市(整備率 61.9％)

合併処理

浄化槽

46,653人

6.80% 集落排水

8,179人

1.20%

未整備

260,050人

38.10%

下水道
368,376人

53.90%

赤磐市(整備率 39.9％)

合併処理

浄化槽

4,928人

10.90%

集落排水

435人

1.00%

未整備

27,219人

60.10%

下水道

12,707人

28.10%

真庭市(整備率 49.4％)

合併処理

浄化槽

12,669人

24.00%

集落排水

2,100人

4.00%

未整備

26,745人

50.60%

下水道

11,341人

21.50%

久米南町(整備率 44.5％)

合併処理

浄化槽

1,133人

19.40%

集落排水

0人

0.00%
未整備

3,233人

55.50%

下水道

1,460人

25.10%

美咲町(整備率 48.4％)

合併処理

浄化槽

3,548人

20.90%

集落排水

843人

5.00%
未整備

8,776人

51.60%

下水道

3,840人

22.60%

吉備中央町(整備率 45.6％)

合併処理

浄化槽

4,573人

32.70%

集落排水

376人

2.70%

未整備

7,622人
54.40%

下水道

1,430人

10.20%

※岡山県HPデータより作成

関係市町村下水道等整備状況(経年変化)

□流域の汚水処理施設の整備状況はどのようになっているのか

■平成18年度末の流域関係市町村の下水道等整備率は約59％
■岡山県平均に届いていないものの整備率は向上

※岡山県HPデータ(H11～
H18)より作成
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岡山県(整備率 65.7％)

合併処理

浄化槽

223,187人

11.44%

集落排水

39,600人

2.03%

未整備
668,704人

34.27% 下水道

1,019,929人

52.27%

旭川関係市町村(整備率 59.4％)

合併処理
浄化槽

76,232人

9.14%

集落排水

15,671人

1.88%

未整備

338,742人
40.62%

下水道

403,320人
48.36%

鏡野町(整備率 66.6％)

合併処理

浄化槽

2,564人

17.50%

集落排水

3,738人

25.50%

未整備

4,900人

33.40%

下水道

3,449人

23.50%

久米南町
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岡山県・旭川関係市町村
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岡山県 旭川関係市町村

・岡山県全体の下水道等整備率は約66％
・旭川関係市町村の整備率は約59％と岡山県全体平均に達していないが徐々に向上



洪水調節方式について 旭川水系

□既設ダムを有効活用して計画高水流量6,000m3/sを確保するというのはどういうこと
か

■旭川ダムでは、昭和58年に再開発事業として予備放流方式を制限水位方式に変更(利
水、発電容量を治水容量として確保)
■2,000m3/sの洪水調節に必要な容量は、昭和58年と同様の振り替えを行えば確保可能
(有効貯水容量以内であることを計算により確認) 
■具体的な有効活用方法は整備計画で詳細に検討

昭和58年旭川ダム再開発 ・治水：予備放流方式を制限水位方式に変更
・利水：都市用水及び不特定用水の開発

・再開発前は、予備放流により洪水前に貯水位を
下げ、治水容量(23,000千m3)を確保
・再開発事業では、発電容量を活用し、予備放流
方式から制限水位方式に変更(洪水期間6月15日
～10月15日）
・治水容量の変更はない

治水

・最低水位EL99.5mから11.5mの深さの死
水容量(18,230千m3)を利用して都市用水
開発、不特定用水確保

 サーチャージ水位  EL.110.0m 

治水容量 

23,000,000m3 

発電容量 

10,538,000m3 

利水容量   

28,772,000m3 

都市用水 

2,330,000m3 

不特定 

26,442,000m3 

堆砂位  EL88.0m 

堆砂容量  5,610,000m3＋死水量 基礎岩盤  EL70.0m 

発電水位 EL99.5m 

制限水位 EL103.5m 

有効貯水容量

51,772,000m3

11.5m 

利水

都市用水=36,200m3/日
不特定用水=百間川維持流量1.0m3/s

現行旭川ダム容量配分図

既設ダムの有効活用

・基本高水ピーク流量8,000m3/sに対し、2,000m3/sの洪水調節に必要な容量を確保
(有効貯水容量以内であることを計算により確認) 

・洪水調節に必要な治水容量が旭川ダムと湯原ダムの２ダムの有効貯水容量以内である
ことを確認
・容量の再編等の具体的な方法は整備計画で詳細に検討

 
サーチャージ水位  EL.402.0m （常時満水位） 

死水容量  11,850,000m3 

堆砂容量   1,750,000m3 

堆砂位 EL.355.5m 

基礎岩盤 EL.332.0m 

有効貯水容量 

86,000,000m3 

予備放流水位 

EL.398.0m 

発電容量 

72,000,000m3 

治水容量 

15,500,000m3 制限水位 EL398.5m 

最低水位 

EL.370.0m 

現行湯原ダム容量配分図
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